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      除鐙菊の有敷成分定量に關すろ研究

                 (第13報)

          除 轟菊 の ベ ンブーノレエ キス の憂 質 に就 で

              武 居 研 究 憲

                農 學 士 若   園    潔

                農學駈 武 居'三 吉

 除轟菊の有敷成分Pyrethrinを 比狡的純檸に抽出する溶剤 として從來石油 工一テ翼が專 ら使

用せ られ,・之に準 じてPyrethrinの 容量分析法舞も老案せ られて居つたが,こ の方法では攣質

した ピントリン を正確に定量し得ぬのみ な らす最近の状勢は之 に夢 る事が不可能 となつたの

で,余 等はベンゾール抽出に依る新容量法(ベ ンゾール法)を 前報ωに於 て提唱し廣 く之が批

判を仰いだi次第である.  、                   匿

 然 るに工業的に製造せ られたる除患菊ヱキスの抽出溶型 に於て も石油ペンヂン或は トザクレ

ン等の逼迫に依つて當然之に代 る可き溶渕が必要とな り,此 虚に もペンゾールが登場するに至

つた・而 してベンゾーノL抽出に依 るエキスは前報に於て詳述 した如 く全抽 出物量多 く)從 つて

其乃含有する尉脂類或 ま有機酸類DPyrethrinの 攣質に及ぼす影響は新に検討 されねばならぬ

虞である・余等は此の黙を明かにする爲て除轟菊乾花をベンゾールて抽出 して濃厚エキスを製

造 し,其 の含有Pyreしhrinが 光線或は熟:こ依つて如(も)f可なる攣質を受けるか を比較實験 し新蕾爾

容量法 で其のPyrethrinを 定量して見た結果 紀取耀め報告 ずる次第 費ある.

       ・      實     験

 1.除 轟菊のベンゾールエキスの製造

 除愚菊組紛を5倍 重 瞳0ベ ンゾールで2塒 間室温浸漬抽出 し,反 復2同 洗源後ベンゾールを

充分:て減墜溜去 して製造した.此7)物 は使用除轟菊粉に封 して5.83%得 られ盗時 は流動性さあ

るが,夏 季,冬 季を通 じて固化し,Pyrethrin約19%と 含有す るヱキスである.

 2,光 線に依 る攣質試験

 以上3種 の實験 を比鮫 ずるに光線の影響は之を遮断した ものが少V・のは當然で奮容量法1で依

ると其の攣質は2%豪 に過 ぎなV・が新容量法(ベ ンゾール法)で は約12%の 攣質を示 してゐ

る・此の1伏態1ま無色瓶或は褐 色瓶て於て も見 られたが,此 の爾定量法に依 る差異は從來の宥量

  蔀從來の容量法 σはピレトリンの愛質り結果生成する游離酸の除去が行はれなかつたが,之 は豫

  め抽出物を稀7ル カリで洗}條して置けば嚇 し得るものであつて・新容量珠(ペ ンゾール法)で
  は此の操作が挿入されてゐるがら正確なピレトリン値を知る事が出來る.勿 論從來の容量法に於

  ても此の脆酸嘔理を行へば正確なるピレトリンを知る事が出來るものである・
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         ペンゾールエキス貯藏中のPyrethrin一 皿 及び 一丑 の攣質

 貯藏日数     蕾 容 ・量 法(%)            i新 容 量 法(%)

     !「一「 「-rTTr藪  ・一,
  0     8.23     ユ}.53   . ユ9諮 9    --         8.3ヱ     11.52     19.83     隅一

  30     8.21     1正あ0     19.71     0.25        . 8.27     11.48  '  19.75     0.40.

  60 820 11・45 1駄65 0・55  &23 11:聞 19.76 0.86

  90    8.工3    ユ1.30    19.43    ユ.67        8.15    1ユ.38    ・]♪53    1.51

  120     8.01   , 11.38     19.39     1.87         8.07     11.50   , 19.27     2.82

  150     7.91     11.58     19.49     1.36        Z87     11.79     19.06  1  039

  180     7.63     11.82   』 19.45     1あ7        7.59     11.30     18.89     4.74

  210     744     11.94     19.38     1.92         7.26     10.03     17.29    12.8f診

  240     721    1214     19.35     2.07        6.82     10・34     ヱ7.ヱ6    13.46

  270     7.03     12.23     19.31     2.27       , 6.24     10・66     16護)D    14.77

  300     6.92     12.28     19。20     2.83         6.05     110。56     16.61    16.23
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                要     約    ,

 ベンゾール抽出 に依 る除轟菊エキスの攣質は室温に於て300日 間に16%訟 が失はれた。而 し

て同一物質 を從前の容量法 と新容量法(ペ ンゾール法)と でPyrethrin定 量 をして見ると,前

者に於ては憂質物自身が操作中に加算 される爲に實際の攣質度を知 るには新容量法で行はねば

ならぬ事を知つた。容器別の攣質を見ると無色壕 も着色曝 も著 しv・差が無かつたが之 はベンゾ

ールエキスの一特徴 と言へる.

 加熱試験 は特 、こPyrethdnの 攣質に樹する影響の多V・事 を知つたが,之 も矢張 り新容量法に                         馬

依分て始めて正確に表現 され得る事 を知つた.

 本研究は文部省科學研究費,農 林省委託研究費並びに薄荷除轟菊研究會研究費 に依 り行ぴ得

たもので深謝の意を表すると共に實験の一部 を捲當せ られπ岡本二郎,八 山民子,谷 村芳子三

氏の勢 を謝 する次第である.
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